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○本調査では、認知症高齢者の状態に応じた、介護サービス等の提供実態を明らかにするため、認知症高齢者に対する各介護サービ  
    ス施設・事業所におけるサービス提供状況や事業所の体制、認知症高齢者の状態に応じた介護サービスの組み合わせ等の状況につ 
    いて横断的な調査を行った。 
   Ａ.認知症高齢者のサービスの利用状況に関する概況調査（以下、A分析） 
     認知症高齢者と認知症以外の高齢者が利用するサービス種類・量の違いについて、介護保険総合DBのデータを用いて、基礎 
     的な分析を行った。 
   Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査（以下、B分析） 
     調査対象13サービス（訪問介護、訪問リハビリテーション、訪問看護、通所介護、通所リハビリテーション、特定施設入居者生活 
     介護、介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、認知症対応型通 
     所介護、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型共同生活介護）のうち1万事業所を対象にアンケート調査を実施し、実態把握 
     を行った。 

 
Ａ.認知症高齢者のサービスの利用状況に関する概況調査 
○調査対象は、全てのサービス（居宅系、居住系、施設系）とした。 
○分析の際使用したデータは、介護保険総合DBに保管してある「要介護認定データ」及び「介護保険レセプト」を使用した。（平成27年3 
    月サービス提供分） 

Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査 
○調査対象13サービス（計1万事業所）に対し自記式調査票（事業所票、利用者票）の郵送配布・回収を実施した。 
○抽出方法は、平成27年4月審査分の介護報酬請求において平成27年3月にサービス提供があった介護サービス施設・事業所を母集 
 団名簿とし、抽出は施設・事業所を抽出単位とし、単純無作為抽出法により抽出した（定期巡回・随時対応型訪問介護看護のみ悉皆調 
 査とした）。利用者票の対象者は、事業所・施設の認知症以外の高齢者も含めた全利用者の1/3の人数を無作為に抽出した。 
○有効回答率は以下のとおり。 
 
 
 
 
 
 
 

 

１．調査の目的 

２．調査方法 
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（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 

系列名 母集団 発出数 回収数 有効回答率（％） 系列名 母集団 発出数 回収数 有効回答率（％）

32,482 1,300 576 43.5 特定施設入居者生活介護 4,524 500 222 43.2

3,710 900 359 38.7 認知症対応型共同生活介護 12,724 700 367 52.4

訪問看護 9,329 1,200 513 41.6 介護老人福祉施設 7,328 700 312 43.9

42,240 1,400 597 41.3 介護老人保健施設 4,127 500 225 44.4

7,401 700 308 42.7 1,411 600 243 37.7

3,754 500 243 47.0 - - - -
494 491 226 45.2 - - - -

4,707 500 219 43.4 - - - -

9,991 4,410 43.1

-

合計

サービス名 サービス名

居宅系

訪問介護

施設・居住系

訪問リハビリテーション

通所介護
通所リハビリテーション 介護療養型医療施設
認知症対応型通所介護 -
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 -

小規模多機能型居宅介護



 
○介護保険サービスにおける認知症高齢者の出現率とサービスの利用状況 
 A分析（P3）により、認知症高齢者の日常生活自立度（以下、日常生活自立度）Ⅱaを基準として、サービス利用者に占める認知症高
齢者の割合を見ると、居宅系サービスは日常生活自立度Ⅱa～Mが約5割、居住系サービスは日常生活自立度Ⅱa～Mが約8割、施
設系サービスは日常生活自立度Ⅱa～Mが約9割であった。 

 A分析（P5）により、日常生活自立度が「自立・Ⅰ」の場合であっても、例えば「被害的（ある：3%）」 や「昼夜逆転（ある：3%）」に該当す
る高齢者が存在した。「精神・行動障害」において、日常生活自立度がMであっても「被害的（ない：87.0%）」や「昼夜逆転（ない：84%）」
に該当する高齢者が存在した。 

 A分析（P4）により、居宅系サービスにおいては、日常生活自立度の観点で認知機能が重度化するにつれ、小規模多機能型居宅介護、
認知症対応型通所介護、短期入所生活介護のサービス利用割合が高くなる傾向が見られた。 

○調査対象13サービスの認知症高齢者の利用者像（全体的な傾向） 
 B分析（P6）により、利用者の認知機能障害・IADL障害・ADL障害・行動心理症状を、各障害の出現率の観点から「高」「中」「低」と判定

しサービス間で比較したところ、居宅系サービスのうち、訪問介護、訪問リハビリテーション、通所介護、通所リハビリテーションはい
ずれの障害も軽度の利用者が多い傾向があった。一方、訪問看護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護は、いずれの障害も中度の
利用者が多い傾向が見られた。 

 また、認知症対応型通所介護、特定施設入居者生活介護、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型共同生活介護は、行動心理症
状について重度の利用者が多いことが把握された。 

 施設・居住系サービスのうち、介護保険3施設（介護老人福祉施設・介護老人保健施設・介護療養型医療施設）では、認知機能障害、
ADL障害、IADL障害について重度の利用者が多い傾向であるものの、行動心理症状については軽度の利用者が比較的多い傾向に
あった。 

○調査対象13サービスの認知症高齢者に対するサービス提供の実態  
 認知症高齢者に対するサービスの提供実態を「ケアの方針・アセスメント・個別援助計画の作成」「他機関との連携（特に主治医）」
「医学的評価（原因疾患の診断）」「利用者に提供しているケア・家族支援」の観点から整理した結果、認知症対応型通所介護、小規
模多機能型居宅介護、認知症対応型共同生活介護といった認知症を受け入れることを前提としたサービスにおいては「認知症の人
に対するケアの方針」の策定率が高く（それぞれ71.1％、65.0 ％ 、77.9％）、医学的診断（それぞれ93.5％、 72.9％、 95.4％）及び原
因疾患の診断（それぞれ77.1％、57.1％、 81.2％）の実施率が高い傾向にあった。 

 施設・居住系サービスは多職種で個別援助計画を作成したり、主治医と連携している割合が高い傾向にあった。一方、医学的診断及
び原因疾患の診断の実施率は、認知症対応型通所介護、認知症対応型共同生活介護と比較すると、やや低い傾向にあった。 

 居宅系サービスは、 「認知症の人に対するケアの方針」の策定率が比較的低く、主治医と連携している割合や医学的診断及び原因
疾患の診断の実施率も比較的低い傾向が見られた。 

３．調査結果概要 
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（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
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各サービス系列に占める認知症高齢者の割合 
○認知症高齢者の日常生活自立度※を指標として、各サービス系列に占める認知症高齢者の割合を見ると、居宅 
 系は日常生活自立度Ⅱa～Mが約5割、居住系は日常生活自立度Ⅱa～Mが約8割、施設系は日常生活自立度 
 Ⅱa～Mが約9割であった。 （図表1_全体） ※主治医意見書の日常生活自立度データを使用。 

 

【Ａ. 認知症高齢者のサービスの利用状況に関する概況調査】上の各サービス系列とサービス
の分類は以下のとおり。 

居宅系 

訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、 

通所介護、通所リハビリテーション、福祉用具貸与、 

短期入所生活介護、短期入所療養介護（介護老人保健施設）、 

短期入所療養介護（介護療養型医療施設等）、 

特定施設入居者生活介護（短期利用型）、 

地域密着型特定施設入居者生活介護（短期利用型）、 

居宅療養管理指導、 

認知症対応型共同生活介護（短期利用型）、居宅介護支援、 

介護予防支援、夜間対応型訪問介護、認知症対応型通所介護、 

小規模多機能型居宅介護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、 

複合型サービス 

※介護予防サービスを含む 

居住系 

認知症対応型共同生活介護、特定施設入居者生活介護、地
域密着型特定施設入居者生活介護 
※介護予防サービスを含む 

施設系 

介護老人福祉施設、介護老人保健施設、 
介護療養型医療施設、地域密着型介護老人福祉施設、 
特定入所者介護サービス等 

（注）要支援1・2の施設系の利用者（n=5）は特例入所
の利用者の見込み   

図表１ サービス系列別サービス受給者に占める認知症高齢者の割合 

（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ａ. 認知症高齢者のサービスの利用状況に関する概況調査） 
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居宅系サービスにおける日常生活自立度別の1人あたり単位数 
○居宅系サービスに着目し1人あたり単位数を算出したところ、全体傾向としては日常生活自立度が重度化するにつれ1人あたり単位 
  数が増加する傾向が見られた（例：自立 6,099単位→Ⅳ 17,798単位）。ただし、日常生活自立度Mでは1人あたり単位数が減少する 
  傾向が見られた（例：M 17,072単位） 。 （図表2）  
○要介護度別に見ると、要介護2、3においては全体傾向と同様日常生活自立度が重度化するにつれ1人あたり単位数が増加する傾向 
    が見られた（要介護2の場合、自立 8,575単位→Ⅲb 11,880単位、要介護3の場合、自立 12,439単位→Ⅳ 16,669単位）。 （図表3） 
○また日常生活自立度別（自立・Ⅰ／Ⅱa～Ⅳ／M）に利用している居宅サービスの割合を比較したところ、日常生活自立度の観点で認 
  知機能が重度化するにつれ、サービス利用割合が高くなるサービスとしては、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型通所介護、短 
 期入所生活介護などがあげられる。 （図表4）  

図表２ 居宅系サービス1人あたり単位数（全体） 図表４ 居宅系サービス単位数の内訳 （全体） 

図表３ 居宅系サービス1人あたり単位数（要介護２、３） 

（注）グラフ上（ ）内の数字は平均要介護度を示す 

（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ａ. 認知症高齢者のサービスの利用状況に関する概況調査） 
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要介護認定項目×認知症高齢者の日常生活自立度の分布 
○要介護認定項目のうち、認知機能に関わる第3群～第5群の項目と日常生活自立度の関係を見たところ、日常生 
  活自立度の観点で認知機能、精神・行動障害が重度化するにつれて「できない」「ある」等の割合が高くなる傾向が 
  見られた。 （図表5）  
○ただし日常生活自立度が自立・Ⅰであっても、例えば「被害的（ある：3%）」 や「昼夜逆転（ある：3%）」に該当する高 
  齢者が存在した。 （図表5_下段 「自立・Ⅰ」）  
○また、「精神・行動障害」において、日常生活自立度がMであっても「被害的（ない：87.0%）」や「昼夜逆転（ない： 
  84.0%）」に該当する高齢者が存在した。 （図表5_下段  「M」）  

【精神・行動障害】 

意思を他者に伝達できる 

できる 

できない 

ときどき 
伝達できる 

ほとんど伝
達できない 

ない 

ときどきある 
ある 

図表５ 要介護認定項目別認知症高齢者の日常生活自立度の分布 

【認知機能】 
できない 

（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ａ. 認知症高齢者のサービスの利用状況に関する概況調査） 



日常生活自立度
Ⅱa～M 31点以上 平均点

訪問介護 低 低 低 中 47.2% 71.7% 44.38
訪問リハビリテーション 低 低 低 低 45.2% 83.7% 48.49
通所介護 低 低 低 低 53.0% 79.1% 47.73
通所リハビリテーション 低 低 低 低 44.5% 75.9% 44.25
訪問看護 中 中 中 中 64.9% 85.5% 52.93
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 中 中 中 中 66.4% 90.9% 52.23
認知症対応型通所介護 中 中 中 高 88.7% 98.4% 62.82
小規模多機能居宅介護 中 中 中 高 80.7% 93.0% 56.52
特定施設入居者生活介護 中 中 中 高 76.3% 93.4% 58.9
認知症対応型共同生活介護 高 高 高 高 95.0% 99.7% 66.19
介護老人保健施設 高 高 高 中 89.5% 99.5% 67.43
介護老人福祉施設 高 高 高 中 94.0% 99.8% 73.04
介護療養型医療施設 高 高 高 低 97.0% 99.9% 78.66

行動心理症状
DASC-21

居宅系

施設・
居住系

認知機能障害 IADL障害 ADL障害

（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査） 

調査対象13サービスの認知症高齢者の利用者像（全体的な傾向）（図表6） 
○B分析で対象とした13サービスにおける認知症高齢者の特徴を整理するにあたり、利用者の認知機能障害・IADL障害・ADL障害・行動心理症状を、各障害の出現 
  率の観点から「高」「中」「低」と判定し、一覧化した。居宅系サービスのうち、訪問介護、訪問リハビリテーション、通所介護、通所リハビリテーションはいずれの障 
  害も軽度の利用者が多い傾向があった。一方、訪問看護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護は、いずれの障害も中度の利用者が多い傾向が見られた。 
○また、認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、特定施設入居者生活介護、認知症対応型共同生活介護は、行動心理症状について重度の利用者 
   が多いことが把握された。 
○施設・居住系サービスのうち、介護保険3施設では、認知機能障害、IADL障害、ADL障害について重度の利用者が多い傾向であった。 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者は、認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型共同生活介護、介護老人福祉施設、介護老人保健施 
   設、介護療養型医療施設において8割を超えていた。 
○DASC-21が31点以上の利用者の割合は、いずれのサービスにおいても7割を超えていた。 
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図表６ 利用者の認知機能障害・IADL障害・ADL障害・行動心理症状によるグルーピング及び 
日常生活自立度（Ⅱa～M）の出現率とDASC-21による認知症高齢者の出現率 

調査票該当箇所：利用者票P１、問１（７）認知機能、（８）IADL、（９）ADL、（11）行動・心理症状の現在の状況 

（上表の高・中・低の判定方法） 
利用者の認知機能、IADL、ADL、行動心理症状に関する36項目の回答率に、各レベルに応じた点数（例：まったくない→1点、ときどきある→2点、頻繁にある→3点、 
いつもそうだ→4点）を乗じ、サービスごとに認知機能、IADL、ADL、行動心理症状の合計点数を算出した。 
その後、調査対象13サービス間で合計点数を比較し、点数の高い順に4サービスを「高」、点数の低い順に4サービスを「低」、中間の5サービスを「中」とした。 

（注） DASC-21：認知機能、IADL、ADLを総合的に評価できるアセスメントツールであり、調査に用いた項目のうち「日常の意思決定ができるか（日常の意思決定）」「自分の名前
が答えられるか（自分の名前）」以外の項目が含まれている。  
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（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査 【居宅系サービス】） 

居宅系サービスの認知症高齢者の利用者像及び家族の状況 【訪問介護】 
○利用者像として、日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者は各事業所に47.2％、DASC31点以上の高齢者は各事業所に71.7％出現していた（平均44.38点）。（P6参照） 
○認知機能、 ADL、IADL、行動・心理症状といったDASCを構成する各項目の詳細を見ると、IADLの機能が低い高齢者が多い（例：買い物57.2%）ことが把握された。 
  （図表7_IADL障害） 一方、 認知機能のうち「自分の名前を答えることができますか」といった重度の認知症を把握する設問については、機能低下の傾向は見られ 
  なかった（5.7%）。「電気やガスや水道が止まってしまったときに、自分で適切に対処できますか（非常時への対処）」については約5割の高齢者に機能低下が見ら 
  れた。（図表7_認知機能障害）  
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の世帯構成は、54.0%の利用者が「独居」、29.1 %が「その他同居」であった。（図表8_世帯構成） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の83.5%に「主介護者」がいることが把握された。（図表8_主介護者の有無） 
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【認知機能障害】   

【IADL障害】   

【ADL障害】   

図表７ 認知機能等の、全回答に占める各機能の低下傾向を示す回答の割合 

【行動・心理症状】   

【世帯構成】 
   

【主介護者の有無】   

訪問介護 

調査票該当箇所：利用者票P１、問１（７）認知機能、（８）IADL、（９）ADL、（11）行動・心理症状の現在の状況 
調査票該当箇所：利用者票P１、問２（１）世帯構成、（２）主介護者（キー
パーソン）の有無 

図表８ 家族の状況 （Ⅱa～Mの利用者） 

【主介護者ありの場合の
本人との間柄】   

【その他同居の場合の同居者】 

（注）事業所ごとの抽出率の差によって集計結果に偏りが生じることを避けるために、調査対象事業所における全利用者数を調査した場合の集計結果を提示しており、N数についても全利用者数を表示している。 
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【Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査】上で「居宅系サービス」に含まれるサービスは以下のとおり。 
訪問介護、訪問リハビリテーション、訪問看護、通所介護、通所リハビリテーション、認知症対応型通所介護 
定期巡回・随時対応型訪問介護看護、小規模多機能型居宅介護 
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（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査 【居宅系サービス】） 

居宅系サービスの認知症高齢者の利用者像及び家族の状況 【訪問リハビリテーション】 
○利用者像として、日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者は各事業所に45.2％、DASC31点以上の利用者は各事業所に83.7％出現していた（平均48.49点）。（P6参照）  
○認知機能、ADL、IADL、行動・心理症状といったDASCを構成する各項目の詳細を見ると、IADLの機能が低い利用者が多い（例：買い物80.8％）ことが把握された。 
   （図表9_IADL障害）一方、認知機能のうち「自分の名前を答えることができますか」といった重度の認知症を把握する設問については、機能低下の傾向は見られな 
  かった（6.0％）。  「電気やガスや水道が止まってしまったときに、自分で適切に対処できますか（非常時への対処）」については全体の約6割の利用者に機能低下が 
  見られた。（図表9_認知機能障害） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の世帯構成は59.2%の利用者が「その他同居」、27.2%が「夫婦のみ」であった。 （図表10_世帯構成） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の94.6%に「主介護者」がいることが把握された。 （図表10_主介護者の有無） 
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【ADL障害】   

【IADL障害】   【行動・心理症状】   

【世帯構成】   

【主介護者の有無】    

【認知機能障害】   

図表９ 認知機能等の、全回答に占める各機能の低下傾向を示す回答の割合   図表１０ 家族の状況 （Ⅱa～Mの利用者） 

【その他同居の場合の同居者】   

訪問リハビリテーション 

調査票該当箇所：利用者票P１、問１（７）認知機能、（８）IADL、（９）ADL、（11）行動・心理症状の現在の状況 
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調査票該当箇所：利用者票P１、問２（１）世帯構成、（２）主介護者（キー
パーソン）の有無 

  

【主介護者ありの場合の
本人との間柄】   

（注）事業所ごとの抽出率の差によって集計結果に偏りが生じることを避けるために、調査対象事業所に
おける全利用者数を調査した場合の集計結果を提示しており、N数についても全利用者数を表示している。 
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全体：n=17951、Ⅱa～Ｍ：n=11522  

（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査 【居宅系サービス】） 

居宅系サービスの認知症高齢者の利用者像及び家族の状況 【訪問看護】 
○利用者像として、日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者は各事業所に64.9％、DASC31点以上の利用者は各事業所に85.5％出現していた（平均52.93点）。（P6参照） 
○認知機能、ADL、IADL、行動・心理症状といったDASCを構成する各項目の詳細を見ると、IADLの機能が低い利用者が多い（例：買い物72.9％）ことが把握された。 
   （図表11_IADL障害）一方、認知機能のうち「自分の名前を答えることができますか」といった重度の認知症を把握する設問については、機能低下の傾向は見ら 
  れなかった（10.5％）。「電気やガスや水道が止まってしまったときに、自分で適切に対処できますか（非常時への対処）」については全体の約7割の利用者に機能 
  低下が見られた。 （図表11_認知機能障害） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の世帯構成は47.5%の利用者が「その他同居」、28.7%が「独居」であった。 （図表12_世帯構成） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の90.3%に「主介護者」がいることが把握された。 （図表12_主介護者の有無） 
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【IADL障害】   

【ADL障害】   

【行動・心理症状】   

訪問看護 

【世帯構成】   

【主介護者の有無】    

【認知機能障害】   

図表１１ 認知機能等の、全回答に占める各機能の低下傾向を示す回答の割合 図表１２ 家族の状況 （Ⅱa～Mの利用者） 

【その他同居の場合の同居者】   

調査票該当箇所：利用者票P１、問１（７）認知機能、（８）IADL、（９）ADL、（11）行動・心理症状の現在の状況 調査票該当箇所：利用者票P１、問２（１）世帯構成、（２）主介護者（キー
パーソン）の有無 
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【主介護者ありの場合の
本人との間柄】  

（注）事業所ごとの抽出率の差によって集計結果に偏りが生じることを避けるために、調査対象事業所に
おける全利用者数を調査した場合の集計結果を提示しており、N数についても全利用者数を表示している。 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
入浴

着替え

トイレ

身だしなみ食事

家の中の移動

家の外の移動

全体：n=17951、Ⅱa～Ｍ：n=11522  



0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
買い物

交通機関等の

利用

金銭の管理

電話をかける

食事の準備

薬の内服

全体：n=25773、Ⅱa～Ｍ：n=13744

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
日常の意思決定

自分の名前

物を置いた場所

５分前の話

自分の生年月日

今日の日付自分のいる場所

帰宅

非常時への対処

一日の計画

状況に応じた判断

全体：n=25773、Ⅱa～Ｍ：n=13744

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
入浴

着替え

トイレ

身だしなみ食事

家の中の移動

家の外の移動

全体：n=25773、Ⅱa～Ｍ：n=13744

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
妄想

幻覚

易怒性

暴言

暴行

拒絶

うつ

不安

無気力

脱抑制

徘徊

睡眠障害

全体：n=25773、Ⅱa～Ｍ：n=13744

20.0%

17.1%
61.3%

1.6%

独居

夫婦のみ

その他同居

不詳

(n=14,424)

91.7%

7.0% 1.4%
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（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査 【居宅系サービス】） 

居宅系サービスの認知症高齢者の利用者像及び家族の状況 【通所介護】 
○利用者像として、日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者は各事業所に53.0％、DASC31点以上の利用者は各事業所に79.1％出現していた（平均47.73点）。（P6参照）  
○認知機能、ADL、IADL、行動・心理症状といったDASCを構成する各項目の詳細を見ると、IADLの機能が低い利用者が多い（例：買い物62.4％）ことが把握された。 
  （図表13_IADL障害）  一方、認知機能のうち「自分の名前を答えることができますか」といった重度の認知症を把握する設問については、機能低下の傾向は見ら 
  れなかった（4.9％）。「電気やガスや水道が止まってしまったときに、自分で適切に対処できますか（非常時への対処）」については全体の約6割の利用者に機能 
  低下が見られた。（図表13_認知機能障害） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の世帯構成は61.3%の利用者が「その他同居」、20.0%が「独居」であった。 （図表14_世帯構成） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の91.7%に「主介護者」がいることが把握された。 （図表14_主介護者の有無） 
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【IADL障害】   

【ADL障害】   

【行動・心理症状】   

通所介護 

【世帯構成】   

【主介護者の有無】   

【認知機能障害】   

図表１３ 認知機能等の、全回答に占める各機能の低下傾向を示す回答の割合 図表１４ 家族の状況 （Ⅱa～Mの利用者）  

【その他同居の場合の同居者】   

調査票該当箇所：利用者票P１、問１（７）認知機能、（８）IADL、（９）ADL、（11）行動・心理症状の現在の状況 
調査票該当箇所：利用者票P１、問２（１）世帯構成、（２）主介護者（キー
パーソン）の有無 

8.7%

78.8%

12.5%
高齢者（６５

歳以上）の

み
それ以外

不詳

23.4%

59.3%

1.4%

10.8% 2.8% 2.3%

配偶者

娘・息子

姉妹・兄弟

その他親族

その他

不詳

  

【主介護者ありの場合の
本人との間柄】   

（注）事業所ごとの抽出率の差によって集計結果に偏りが生じることを避けるために、調査対象事業所に
おける全利用者数を調査した場合の集計結果を提示しており、N数についても全利用者数を表示している。 
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（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査 【居宅系サービス】） 

居宅系サービスの認知症高齢者の利用者像及び家族の状況 【通所リハビリテーション】 
○利用者像として、日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者は各事業所に44.5％、DASC31点以上の利用者は各事業所に75.9％出現していた（平均44.25点）。（P6参照）  
○認知機能、ADL、IADL、行動・心理症状といったDASCを構成する各項目の詳細を見ると、IADLの機能が低い利用者が多い（例：買い物62.4％）ことが把握された。 
   （図表15_IADL障害）一方、認知機能のうち「自分の名前を答えることができますか」といった重度の認知症を把握する設問については、機能低下の傾向は見られな 
  かった（4.3％）。 「電気やガスや水道が止まってしまったときに、自分で適切に対処できますか（非常時への対処）」については全体の約6割の利用者に機能低下が 
  見られた。 （図表15_認知機能障害） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の世帯構成は62.1%の利用者が「その他同居」、25.1%が「夫婦のみ」であった。 （図表16_世帯構成） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の97.0%に「主介護者」がいることが把握された。 （図表16_主介護者の有無） 
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【IADL障害】   
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【行動・心理症状】   

通所リハビリテーション 

【世帯構成】 

【主介護者の有無】 
   

【認知機能障害】   

図表１５ 認知機能等の、全回答に占める各機能の低下傾向を示す回答の割合 図表１６ 家族の状況（Ⅱa～Mの利用者）  

【その他同居の場合の同居者】  

【主介護者ありの場合の
本人との間柄】   

調査票該当箇所：利用者票P１、問１（７）認知機能、（８）IADL、（９）ADL、（11）行動・心理症状の現在の状況 調査票該当箇所：利用者票P１、問２（１）世帯構成、（２）主介護者（キー
パーソン）の有無 
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（注）事業所ごとの抽出率の差によって集計結果に偏りが生じることを避けるために、調査対象事業所に
おける全利用者数を調査した場合の集計結果を提示しており、N数についても全利用者数を表示している。 
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（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査 【居宅系サービス】） 

居宅系サービスの認知症高齢者の利用者像及び家族の状況 【認知症対応型通所介護】 
○利用者像として、日常生活自立度Ⅱa以上の利用者は各事業所に88.7％、DASC31点以上の利用者は各事業所に98.4％出現していた（平均62.82点）。（P6参照）  
○認知機能、ADL、IADL、行動・心理症状といったDASCを構成する各項目の詳細を見ると、IADLの機能が低い利用者が多い（例：買い物86.9％）ことが把握された。 （図 
  表17_IADL障害）一方、認知機能のうち「自分の名前を答えることができますか」といった重度の認知症を把握する設問については、機能低下の傾向は見られなかっ 
  た（11.8％）。「電気やガスや水道が止まってしまったときに、自分で適切に対処できますか（非常時への対処）」については全体の約9割の利用者に機能低下が見ら 
  れた。 （図表17_認知機能障害） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の世帯構成は68.0%の利用者が「その他同居」、18.8%が「夫婦のみ」であった。 （図表18_世帯構成） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の96.7%に「主介護者」がいることが把握された。 （図表18_主介護者の有無） 
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【IADL障害】   

【ADL障害】   

【行動・心理症状】   

認知症対応型通所介護 

【主介護者の有無】   

【認知機能障害】   

図表１７ 認知機能等の、全回答に占める各機能の低下傾向を示す回答の割合 図表１８ 家族の状況 （Ⅱa～Mの利用者）  

【その他同居の場合の同居者】   

【主介護者ありの場合の
本人との間柄】   

調査票該当箇所：利用者票P１、問１（７）認知機能、（８）IADL、（９）ADL、（11）行動・心理症状の現在の状況 調査票該当箇所：利用者票P１、問２（１）世帯構成、（２）主介護者（キー
パーソン）の有無 
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（注）事業所ごとの抽出率の差によって集計結果に偏りが生じることを避けるために、調査対象事業所に
おける全利用者数を調査した場合の集計結果を提示しており、N数についても全利用者数を表示している。 

【世帯構成】 
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（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査 【居宅系サービス】） 
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居宅系サービスの認知症高齢者の利用者像及び家族の状況 【定期巡回・随時対応型訪問介護看護】 
○利用者像として、日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者は各事業所に66.4％、DASC31点以上の利用者は各事業所に90.9％出現していた（平均52.23点）。（P6参照） 
○認知機能、ADL、IADL、行動・心理症状といったDASCを構成する各項目の詳細を見ると、IADLの機能が低い利用者が多い（例：買い物68.8％）ことが把握された。 （図 
  表19_IADL障害）一方、認知機能のうち「自分の名前を答えることができますか」といった重度の認知症を把握する設問については、機能低下の傾向は見られなかった 
  （7.2％）。「電気やガスや水道が止まってしまったときに、自分で適切に対処できますか（非常時への対処）」については全体の約8割の利用者に機能低下が見られた。 
  （図表19_認知機能障害） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の世帯構成は77.0%の利用者が「独居」、9.8%が「夫婦のみ」であった。 （図表20_世帯構成） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の83.3%に「主介護者」がいることが把握された。 （図表20_主介護者の有無） 
 
 
 
 

【IADL障害】   

【ADL障害】   

【行動・心理症状】   

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

【世帯構成】 
   

【主介護者の有無】   

【認知機能障害】   

図表１９ 認知機能等の、全回答に占める各機能の低下傾向を示す回答の割合（利用者全体）   図表２０ 家族の状況 （Ⅱa～Mの利用者） 

【その他同居の場合の同居者】   

【主介護者ありの場合の
本人との間柄】   

調査票該当箇所：利用者票P１、問１（７）認知機能、（８）IADL、（９）ADL、（11）行動・心理症状の現在の状況 調査票該当箇所：利用者票P１、問２（１）世帯構成、（２）主介護者（キー
パーソン）の有無 
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（注）事業所ごとの抽出率の差によって集計結果に偏りが生じることを避けるために、調査対象事業所に
おける全利用者数を調査した場合の集計結果を提示しており、N数についても全利用者数を表示している。 
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（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査 【居宅系サービス】） 

居宅系サービスの認知症高齢者の利用者像及び家族の状況 【小規模多機能型居宅介護】 
○利用者像として、日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者は各事業所に80.7％、DASC31点以上の利用者は各事業所に93.0％出現していた（平均56.52点）。（P6参照）  
○認知機能、ADL、IADL、行動・心理症状といったDASCを構成する各項目の詳細を見ると、IADLの機能が低い利用者が多い（例：買い物77.0％）ことが把握された。 （図 
  表21_IADL障害）一方、認知機能のうち「自分の名前を答えることができますか」といった重度の認知症を把握する設問については、機能低下の傾向は見られなかっ 
  た（7.6％）。「電気やガスや水道が止まってしまったときに、自分で適切に対処できますか（非常時への対処）」については全体の約8割の利用者に機能低下が見られ 
  た。（図表21_認知機能障害） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の世帯構成は55.7%の利用者が「その他同居」、27.9%が「独居」であった。 （図表22_世帯構成） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の89.4%に「主介護者」がいることが把握された。 （図表22_主介護者の有無） 
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【IADL障害】   

【ADL障害】   

【行動・心理症状】   

小規模多機能型居宅介護 

【世帯構成】 
   

【主介護者の有無】   

【認知機能障害】   

図表２１ 認知機能等の、全回答に占める各機能の低下傾向を示す回答の割合（利用者全体）   図表２２ 家族の状況 （Ⅱa～Mの利用者） 

【その他同居の場合の同居者】  

【主介護者ありの場合の
本人との間柄】  

調査票該当箇所：利用者票P１、問１（７）認知機能、（８）IADL、（９）ADL、（11）行動・心理症状の現在の状況 調査票該当箇所：利用者票P１、問２（１）世帯構成、（２）主介護者（キー
パーソン）の有無 
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（注）事業所ごとの抽出率の差によって集計結果に偏りが生じることを避けるために、調査対象事業所にお
ける全利用者数を調査した場合の集計結果を提示しており、N数についても全利用者数を表示している。 
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（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査 【施設・居住系サービス】） 

施設・居住系サービスの認知症高齢者の利用者像及び家族の状況 【特定施設入居者生活介護】 
○利用者像として、日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者は各事業所に76.3％、DASC31点以上の利用者は各事業所に93.4％出現していた（平均58.9点）。（P6参照）  
○認知機能、ADL、IADL、行動・心理症状といったDASCを構成する各項目の詳細を見ると、IADLの機能が低い利用者が多い（例：買い物78.0％）ことが把握された。 （図 
  表23_IADL障害）一方、認知機能のうち「自分の名前を答えることができますか」といった重度の認知症を把握する設問については、機能低下の傾向は見られなかった 
  （9.3％）。「電気やガスや水道が止まってしまったときに、自分で適切に対処できますか（非常時への対処）」については全体の約9割の利用者に機能低下が見られた。 
  （図表23_認知機能障害） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の入居直前の世帯構成は53.7%の利用者が「独居」、26.5%が「その他同居」であった。 （図表24_入居直前の世帯構成） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の89.8%に「主介護者」がいることが把握された。 （図表24_主介護者の有無） 
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【行動・心理症状】   

特定施設入居者生活介護 

図表２４ 家族の状況 （Ⅱa～Mの利用者） 

【主介護者ありの場合の
本人との間柄】   【IADL障害】   

調査票該当箇所：利用者票P１、問１（７）認知機能、（８）IADL、（９）ADL、（11）行動・心理症状の現在の状況 
調査票該当箇所：利用者票P１、問２（１）世帯構成、（２）主介護者（キー
パーソン）の有無 
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（注）事業所ごとの抽出率の差によって集計結果に偏りが生じることを避けるために、調査対象事業所における全利用者数を調査した場合の集計結果を提示しており、N数についても全利用者数を表示している。 
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【入居直前の世帯構成】   

  

【その他同居の場合の同居者】   【ADL障害】   

図表２３ 認知機能等の、全回答に占める各機能の低下傾向を示す回答の割合（利用者全体）   

【主介護者の有無】   
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【Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査】上の「施設・居住系サービス」に含まれるサービスは以下のとおり。 
特定施設入居者生活介護（有料老人ホーム、サービス付き高齢者住宅）、介護老人福祉施設、介護老人保健施設 
介護療養型医療施設、認知症対応型共同生活介護 



0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
買い物

交通機関等の

利用

金銭の管理

電話をかける

食事の準備

薬の内服

全体：n=4464、Ⅱa～Ｍ：n=4230

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
日常の意思決定

自分の名前

物を置いた場所

５分前の話

自分の生年月日

今日の日付自分のいる場所

帰宅

非常時への対処

一日の計画

状況に応じた判断

全体：n=4464、Ⅱa～Ｍ：n=4230

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
入浴

着替え

トイレ

身だしなみ食事

家の中の移動

家の外の移動

全体：n=4464、Ⅱa～Ｍ：n=4230

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
妄想

幻覚

易怒性

暴言

暴行

拒絶

うつ

不安

無気力

脱抑制

徘徊

睡眠障害

全体：n=4464、Ⅱa～Ｍ：n=4230

8.8%

83.4%

7.8%

高齢者（６５

歳以上）の

み
それ以外

不詳

4.6%

72.8%

5.7%

10.7% 2.2% 4.0%

配偶者

娘・息子

姉妹・兄弟

その他親族

その他

不詳

44.7%

12.0%

42.1%

1.2%

独居

夫婦のみ

その他同居

不詳

(n=4,552)

（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査 【施設・居住系サービス】） 

施設・居住系サービスの認知症高齢者の利用者像及び家族の状況 【認知症対応型共同生活介護】 
○利用者像として、日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者は各事業所に95.0％、DASC31点以上の利用者は各事業所に99.7％出現していた（平均66.19点）。（P6参照）  
○認知機能、ADL、IADL、行動・心理症状といったDASCを構成する各項目の詳細を見ると、ADL・IADLの機能が低い利用者が多い（例：入浴：79.9％、買い物92.4％）こと 
  が把握された。 （図表25_ADL障害、IADL障害）  
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の入居直前の世帯構成は44.7%の利用者が「独居」、42.1%が「その他同居」であった。 （図表26_入居直前の世帯構成） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の90.3%に「主介護者」がいることが把握された。 （図表26_主介護者の有無） 
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【ADL障害】   

【IADL障害】   【行動・心理症状】   

認知症対応型共同生活介護 

【入居直前の世帯構成】 

【主介護者の有無】   

【認知機能障害】   

図表２５ 認知機能等の、全回答に占める各機能の低下傾向を示す回答の割合（利用者全体）   図表２６ 家族の状況（Ⅱa～Mの利用者） 

【その他同居の場合の同居者】 

【主介護者ありの場合の
本人との間柄】   

  

調査票該当箇所：利用者票P１、問１（７）認知機能、（８）IADL、（９）ADL、（11）行動・心理症状の現在の状況 調査票該当箇所：利用者票P１、問２（１）世帯構成、（２）主介護者（キー
パーソン）の有無 

90.3%
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0.9%

あり

なし

不詳

(n=4,552)

（注）事業所ごとの抽出率の差によって集計結果に偏りが生じることを避けるために、調査対象事業所に
おける全利用者数を調査した場合の集計結果を提示しており、N数についても全利用者数を表示している。 
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状況に応じた判断

全体：n=22045、Ⅱa～Ｍ：n=20640  
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2.2% 3.6%

配偶者

娘・息子

姉妹・兄弟

その他親族

その他

不詳

（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査 【施設・居住系サービス】） 

施設・居住系サービスの認知症高齢者の利用者像及び家族の状況 【介護老人福祉施設】 
○利用者像として、日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者は各事業所に94.0％、DASC31点以上の利用者は各事業所に99.8％出現していた（平均73.04点）。（P6参照）  
○認知機能、ADL、IADL、行動・心理症状といったDASCを構成する各項目の詳細を見ると、ADL・IADLの機能が低い利用者が多い（例：入浴96.4％、買い物97.3％）ことが 
  把握された。 （図表27_ADL障害、IADL障害）加えて、認知機能のうち「自分の名前を答えることができますか」といった重度の認知症を把握する設問については、全体 
  の27.1％の利用者に機能低下の傾向が見られた。（図表27_認知機能障害） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の入所直前の世帯構成は49.1%の利用者が「その他同居」、28.1%が「独居」であった。 （図表28_入所直前の世帯構成） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の94.8%に「主介護者」がいることが把握された。 （図表28_主介護者の有無） 
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【IADL障害】   

【ADL障害】   

【行動・心理症状】   

介護老人福祉施設 

【入所直前の世帯構成】 

【主介護者の有無】 

【認知機能障害】   

図表２７ 認知機能等の、全回答に占める各機能の低下傾向を示す回答の割合（利用者全体）   図表２８ 家族の状況（Ⅱa～Mの利用者）   

【その他同居の場合の同居者】 

【主介護者ありの場合の
本人との間柄】 

調査票該当箇所：利用者票P１、問１（７）認知機能、（８）IADL、（９）ADL、（11）行動・心理症状の現在の状況 調査票該当箇所：利用者票P１、問２（１）世帯構成、（２）主介護者（キー
パーソン）の有無 
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49.1%
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（注）事業所ごとの抽出率の差によって集計結果に偏りが生じることを避けるために、調査対象事業所に
おける全利用者数を調査した場合の集計結果を提示しており、N数についても全利用者数を表示している。 
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全体：n=17613、Ⅱa～Ｍ：n=15555

（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査 【施設・居住系サービス】） 

施設・居住系サービスの認知症高齢者の利用者像及び家族の状況 【介護老人保健施設】 
○利用者像として、日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者は各事業所に89.5％、DASC31点以上の利用者は各事業所に99.5％出現していた（平均67.43点）。（P6参照）  
○認知機能、ADL、IADL、行動・心理症状といったDASCを構成する各項目の詳細を見ると、ADL・IADLの機能が低い利用者が多い（例：入浴91.6％、買い物93.7％）ことが 
  把握された。 （図表29_ADL障害、IADL障害）加えて、認知機能のうち「自分の名前を答えることができますか」といった重度の認知症を把握する設問については、全体 
  の18.6％の利用者に機能低下の傾向が見られた。（図表29_認知機能障害） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の入所直前の世帯構成は50.8%の利用者が「その他同居」、34.1%が「独居」であった。 （図表30_入所直前の世帯構成） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の95.7%に「主介護者」がいることが把握された。 （図表30_主介護者の有無） 
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【IADL障害】   【行動・心理症状】   

介護老人保健施設 

【入所直前の世帯構成】   

【主介護者の有無】    

図表２９ 認知機能等の、全回答に占める各機能の低下傾向を示す回答の割合（利用者全体）   図表３０ 家族の状況（Ⅱa～Mの利用者） 

【その他同居の場合の同居者】 

【主介護者ありの場合の
本人との間柄】 

【ADL障害】   【認知機能障害】   

調査票該当箇所：利用者票P１、問１（７）認知機能、（８）IADL、（９）ADL、（11）行動・心理症状の現在の状況 調査票該当箇所：利用者票P１、問２（１）世帯構成、（２）主介護者（キー
パーソン）の有無 
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（注）事業所ごとの抽出率の差によって集計結果に偏りが生じることを避けるために、調査対象事業所に
おける全利用者数を調査した場合の集計結果を提示しており、N数についても全利用者数を表示している。 
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（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査 【施設・居住系サービス】） 

施設・居住系サービスの認知症高齢者の利用者像及び家族の状況 【介護療養型医療施設】 
○利用者像として、日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者は各事業所に97.0％、DASC31点以上の利用者は各事業所に99.9％出現していた（平均78.66点）。（P6参照）  
○認知機能、ADL、    IADL、行動・心理症状といったDASCを構成する各項目の詳細を見ると、ADL・IADLの機能が低い利用者が多い（例：入浴99.4％ 、買い物99.4％）こ 
  とが把握された。 （図表31_ADL障害、IADL障害）加えて、認知機能のうち「自分の名前を答えることができますか」といった重度の認知症を把握する設問については、  
  全体の54.8％の利用者に機能低下の傾向が見られた。（図表31_認知機能障害） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の入院直前の世帯構成は56.1%の利用者が「その他同居」、28.8%が「独居」であった。 （図表32_入院直前の世帯構成） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者の93.8%に「主介護者」がいることが把握された。 （図表32_主介護者の有無） 
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【IADL障害】   

【ADL障害】   

【行動・心理症状】   

介護療養型医療施設 

【入院直前の世帯構成】 

【主介護者の有無】 

【認知機能障害】   

図表３１ 認知機能等の、全回答に占める各機能の低下傾向を示す回答の割合（利用者全体）   図表３２ 家族の状況（Ⅱa～Mの利用者）   

【その他同居の場合の同居者】 

【主介護者ありの場合の
本人との間柄】   

  

調査票該当箇所：利用者票P１、問１（７）認知機能、（８）IADL、（９）ADL、（11）行動・心理症状の現在の状況 調査票該当箇所：利用者票P１、問２（１）世帯構成、（２）主介護者（キー
パーソン）の有無 
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（注）事業所ごとの抽出率の差によって集計結果に偏りが生じることを避けるために、調査対象事業所に
おける全利用者数を調査した場合の集計結果を提示しており、N数についても全利用者数を表示している。 
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（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査） 

各サービスの認知症高齢者に対するサービス提供の実態（ケアの方針及びアセスメント） 
○認知症の人に対するケアの方針（パンフレットやマニュアルではなく、法人もしくは事業所の理念に基づき、認知症の人に対してどのように接するべきかについて、職 
 種間で共有する文書）の有無については、認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型共同生活介護では6割以上の事業所が「ある」と回答し 
  たが、その他サービスでは5 割以下であり、特に訪問リハビリテーション（21.3％）、訪問看護（28.7％）、通所リハビリテーション（33.1％）、介護老人保健施設（31.1％）、  
  介護療養型医療施設 （29.6％）において低い傾向が見られた。（図表33） 
○事業所としてのアセスメントにおいて通常情報収集している項目については、全サービスにおいて「手段的日常生活動作（IADL）」を情報収集している事業所が8割以 
 下であった。「主介護者の介護負担・健康状態」については、訪問リハビリテーション、訪問看護、小規模多機能型居宅介護、介護老人保健施設が8割以上であった。 
  （図表34） 
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図表３４ 事業所としてのアセスメントにおいて通常情報収集している項目（複数回答） 

調査票該当箇所： 事業所票P４、問５（２）アセスメントのために通常情報収集している項目 

（注）60 ～100％を値が大きいほど濃いオレンジ色で示している。 
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図表３３ 認知症に対するケア方針の有無 

調査票該当箇所： 事業所票P３、問５（１）認知症の人に対するケアの方針がありますか 
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210 130 211 209 182 193 195 204 166 205 202 188 195 199 199 206 180

99.1% 61.3% 99.5% 98.6% 85.8% 91.0% 92.0% 96.2% 78.3% 96.7% 95.3% 88.7% 92.0% 93.9% 93.9% 97.2% 84.9%
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訪問介護（n=566）

訪問リハビリテーション（n=348）

訪問看護（n=499）

通所介護（n=578）

通所リハビリテーション（n=299）

認知症対応型通所介護（n=235）

定期巡回・随時対応型訪問介護看護（n=222）

小規模多機能型居宅介護（n=217）

特定施設入居者生活介護（n=216）

認知症対応型共同生活介護（n=367）

介護老人福祉施設（n=307）

介護老人保健施設（n=222）

介護療養型医療施設（n=226）

担当者が単独で作成している（ケアマネジャー（計画作成責任者・計画作成担当者）が単独で作成している）

多職種が連携して情報を共有して作成している

ケアマネジャーが作成したケアプランを活用している

その他

不詳

（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査） 

各サービスの認知症高齢者に対するサービス提供の実態（個別援助計画の作成） 
○個別援助計画の作成者について、小規模多機能型居宅介護、特定施設入居者生活介護、介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設は、「多職 
  種が連携して情報を共有して作成している」事業所が6割以上を占めたが、訪問介護・通所介護においては「ケアマネジャーが作成したケアプランを活用している」が 
  それぞれ、60.6％、45.2％を占めた。（図表35） 
○個別援助計画の作成時に配慮する点として、介護療養型医療施設を除いていずれのサービスも「本人の希望、興味・関心に基づくこと」と7割以上の事業所が回答し 
  たが、「家族が取り組みやすい方法を取り入れること」は訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ（59.8％）、訪問看護（62.9％）、小規模多機能型居宅介護（51.2％）で5割以上であり、「医師 
  の治療方針作成に役立てられるようにすること」についてはいずれのサービスでも4割以下であった。「多職種で共有できる標記にすること」は特定施設入居者生活介 
  護、介護老人福祉施設、介護老人保健施設で6割以上であった。（図表36） 

22 
調査票該当箇所：事業所票P３、問５（３）②認知症の人に対して個別援助計
画を作成する際、どのような点に配慮していますか。 

調査票該当箇所：事業所票P４、問５（３）①認知症の人に対して誰が個別援助計画を
作成していますか。 

図表３５ 個別援助計画の作成者 図表３６ 個別援助計画作成時に配慮する点（複数回答） 
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（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査） 

各サービスの認知症高齢者に対するサービス提供の実態（関係者・関係機関との連携状況） 
○関係者・関係期間との連携状況について「主治医」と連携している割合が低かったのは、訪問介護（35.7％）、通所介護（21.5％）、通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ（35.8％）、認知 
  症対応型通所介護（32.3％）であった。（図表37） 
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図表３７ 関係者・関係機関との連携状況（連携している割合、複数回答） 

調査票該当箇所：事業所票P７、問６（１）③認知症の人に対してサービスを提供・調整していく上で、以下の関係者・関係機関とどの程度、連携を行っていますか 

（注）60 ～100％を値が大きいほど濃いオレンジ色で示している。 

訪
問
介
護

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン

訪
問
看
護

通
所
介
護

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

介
護
老
人
福
祉
施
設

介
護
老
人
保
健
施
設

介
護
療
養
型
医
療
施
設
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家族の人同士が集える場

を設ける（例：認知症カ

フェや利用者の家族の会

など）

（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査） 

各サービスの認知症高齢者に対するサービス提供の実態（利用者に提供しているｹｱ・家族支援） 
○日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者に提供しているケアとして、「利用者が役割をもって取り組めるケア」については、認知症対応型通所介護、認知症対応型共同生活  
介護は5割程度であったものの、その他のサービスは4割以下であった。 「利用者の趣味や興味・関心に焦点をあてたケア」については、認知症対応型通所介護、認
知症対応型共同生活介護は5～6割であったものの、その他のサービスは4割以下であった。「介護職員、理学療法士、作業療法士等が一緒に過ごす時間を大切にし
たケア」では通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、認知症対応型通所介護、認知症対応型共同生活介護は5割以上であったが、その他のサービスは4割以下であった。「IADLの障害に
対する日常支援」についてはいずれのサービスも実施割合が4割以下であった。（図表38） 
○家族の健康状態等のｱｾｽﾒﾝﾄの実施率が5割以上であったのは、訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、訪問看護、通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ、小規模多機能型居宅介護であった。（図表39） 
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図表３８ 利用者に提供しているケア （Ⅱa～Mの利用者、複数回答） 

調査票該当箇所：利用者票P４、問６（１）利用者に提供されているケア 

図表３９ 家族支援（Ⅱa～Mの利用者、複数回答） 

調査票該当箇所：利用者票P４、問６（５）家族支援として行われていること 

（注）事業所ごとの抽出率の差によって集計結果に偏りが生じることを避けるために、調査対象事業所における全利用者数を調査した場合の集計結果を提示しており、N数についても全利用者数を表示している。 
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（６）． 介護保険サービスにおける認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査研究事業 
   （Ｂ.認知症高齢者へのサービス提供に関する実態調査） 

各サービスの認知症高齢者に対するサービス提供の実態（医学的評価の実態） 
○ 日常生活自立度Ⅱa～Mの利用者に対する医学的診断については訪問リハビリテーション、通所リハビリテーションを除いて5割以上の実施率であった。（図表40） 
○ 原因疾患の診断の実施率は認知症対応型通所介護、認知症対応型共同生活介護で7割以上の実施率であったが、その他サービスでは診断されていない利用者が
多い傾向があった。（図表41） 
 

25 調査票該当箇所：利用者票P３、問５（２）医学的診断の有無 

図表４０ 医学的診断の有無（Ⅱa～Mの利用者） 図表４１ 原因疾患の診断の有無（Ⅱa～Mの利用者） 

調査票該当箇所：利用者票P３、問５ （３）原因疾患の診断の有無 
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（注）事業所ごとの抽出率の差によって集計結果に偏りが生じることを避けるために、調査対象事業所における全利用者数を調査した場合の集計結果を提示しており、N数についても全利用者数を表示している。 
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